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〜真の友人からの手紙〜

　　　平成28年４月１日

　　付けで副院長に就任

しました坂口憲史と申し

ます。外科・消化器外科の

部長を兼務しています。微力ではあります

が、地域医療に貢献したいと考えています。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

　私は、これまで食道がん、胃がん、大腸

がん、乳がん、肝臓がん、胆道がん、膵が

ん等の悪性腫瘍（がん）に対して手術を行

い、『手術で治す』を念頭に日々研鑽し、

再発、進行させないために抗がん剤治療も

行ってきました。

　ところが、私が外科医になって28年、外

科は大きく変貌しました。身体のこと、病

気のことが詳しく解るようになり、手術に

ついても、より安全で、確かな治療方法と

なり、そのうえで、身体に影響の少ない手

術（低侵襲手術）が行われるようになりま

した。例を挙げると、乳がんに対する乳房

温存手術、センチネルリンパ節生検（転移

しやすいリンパ節のがんの有無を調べる検

査）、お腹の手術の鏡視下手術などです。

低侵襲になれば、回復も早く入院期間も短

縮でき、社会復帰も早くなります。以前は

術後1 ヶ月近く入院していた手術が、今で

は５日間から２週間で退院できるようにな

りました。

　また、「緩和ケア」も行っています。以

前は緩和ケア≒終末期医療でしたが、今で

はがんの診断時から緩和ケアを始めるよう

になりました。緩和ケアは“苦痛を和らげ

ることが目的”であるため、医療を受けら

れるすべての時期に必要な治療と考えてい

ます。

　病気とはつらいものです。治療を受けら

れる方が、少しでも早く笑顔に戻られるよ

うにお手伝いしたいと思っています。今後

とも、当院へのご支援とご指導を賜ります

ようお願い申し上げまして、副院長就任の

ご挨拶とさせていただきます。
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